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景気は、新型コロナウィルス感染症（COVID-19）の影響等により厳しい状況が続いていたが、ワクチン接種の進展や制限措置の
緩和等もあり、持ち直しの動きが続いている（２０２０年のＧＤＰ成長率はマイナス２．５％、２０２１年のＧＤＰ成長率（暫
定値）は５．７％。）。但し、このところ再び感染者数が増加傾向にあり、第５波の動向に注意が必要。加えてウクライナ情勢
に伴う影響にも注意が必要。２０２２年３月、金融政策委員会は２０２１年１０月以降６度目となる利上げを行い、政策金利を
３．５０％に引き上げた。

２０２２年１月の鉱工業生産は対前年同月比１９．２％増、小売販売は対前年同月比１０．６％増。生産及び消費は持ち直しの
動きが続いている。

２０２１年１２月の消費者物価指数（ＣＰＩ）は、対前年同月比８．６％上昇。前月に続き、中央銀行のインフレ目標値２．５
±１％を大きく上回った。

２０２２年１月の失業率は５．５％、平均賃金上昇率は対前年同月比９．５％増。失業率は前月から０．１ポイント上昇。雇用
情勢は持ち直している。

１ 景気は持ち直しの動きが続いている ポイント

３ 物価は上昇

４ 雇用情勢は持ち直している

２ 生産及び消費は持ち直しの動きが続いている

ポーランド・マクロ経済情勢

新型コロナウィルス感染症（COVID-19）の影響等により厳し
い状況が続いていたが、このところ持ち直してきている。

１月の鉱工業生産は対前年同月比１９．２％増と持ち直しの動きが
続いている。



２月の平均為替は、対ユーロ（４．５５ズロチ）、対ドル（４．０２ズ
ロチ）でズロチ高、対日本円（３．６３ズロチ）でズロチ安が進んだ。

１２月の輸出は約１，１１３億ズロチ、輸入は１，２３０約億ズロチで
約１１７億ズロチの貿易赤字となった（１１月は９億ズロチの貿易赤
字）。

１月の小売販売は対前年同月比１０．６％増と持ち直しの動きが
続いている。

１月の失業率は５．５％で前月から０．１％上昇。平均賃金上昇率
は対前年同月比９．５％増に上昇。

１２月のＣＰＩは対前年同月比８．６％上昇。前月に続き、中央銀
行のインフレ目標値２．５±１％を大きく上回った。
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金融政策委員会は、２０２１年１０月に政策金利を０．１％から
０．５％に引き上げたことに続き、２０２２年３月に６度目となる
利上げを実施。政策金利は３．５０％に引き上げられた。


